曹洞宗宗務所規程中一部変更案

総　務　部
	変　更　案
	現　　　行
	事　　由

	
	
	

	（所長の任期）

第９条　所長の任期は、４年とする。
　　　　　～
５　・・・・・。
	（所長の任期）

第９条　所長の任期は、４年とする。
　　　　　～
５　・・・・・。
	

	
	
	

	（所長の辞任）
第９条の２　所長は、その任期中に　辞任しようとするときは、辞任を　証する書面（辞任届）を総務部長に提出しなければならない。
	
	宗務所長の辞任届の取り扱いについて、第９条の２を新設

	２　前項の辞任届の提出は、本人持参又は一般書留郵便若しくは簡易書留郵便によって行う。
	
	宗務所長の辞任届の提出方法について、第２項を新設

	３　所長の辞任日は、本人持参の方法で第１項の辞任届を提出したときは、その届を宗務庁が収受した日とし、一般書留郵便又は簡易書留郵便の方法で第１項の辞任届を提出したときは、その郵便の料額印面を日本郵便株式会社が消印した日とする。
	
	被選挙権に係る審事院意見部の宗制解釈決定について、その宗制化を図るため、第３項を新設

	
	
	

	（副所長等の任命）
第１０条　・・・・・・。
２　第９条第１項から第４項までの規定は、副所長、教化主事、庶務主事、梅花主事及び人権擁護推進主事の任期に準用する。ただし、所長改任の場合においては、後任所長の就任とともに退任したものとみなす。
	（副所長等の任命）
第１０条　・・・・・・。
２　前条第１項から第４項までの規定は、副所長、教化主事、庶務主事、梅花主事及び人権擁護推進主事の任期に準用する。ただし、所長改任の場合においては、後任所長の就任とともに退任したものとみなす。
	第９条の２の新設に伴い、字句を整理。

	
	
	

	（教区及び教区事務所）
第２０条　宗務所管内における地勢　及び慣行により、概ね３０か寺を　基準として教区を設け、教区ごとに教区事務所を置く。
	（教区及び教区事務所）
第２０条　宗務所管内における地勢　及び慣行により、概ね３０か寺を　基準として教区を設け、教区ごとに教区事務所を置く。
	

	２　寺院の数が極めて少なく、かつ、交通不便のため、教区を設けることが困難であると総務部長が認める　ときは、これを宗務所の直轄とすることができる。
	２　寺院の数が極めて少なく、かつ、交通不便のため、教区を設けることが困難であると総務部長が認める　ときは、これを宗務所の直轄とすることができる。
	

	３　第１項の教区事務所は、教区長の本務寺に置く。ただし、当該教区内の住職の協議により、他の適当な　場所に置くことができる。
	３　第１項の教区事務所は、教区長の本務寺に置く。ただし、当該教区内の住職の協議により、他の適当な　場所に置くことができる。
	

	
	
	

	（教区長の職務）
第２３条　教区長は、教区を代表し、その事務を処理する。
	（教区長の職務）
第２３条　教区長は、教区を代表し、その事務を処理する。
	

	２　第２０条第２項の規定により宗務所の直轄とする寺院があるときは、それら寺院に関する前項の教区長の職務は、所長が処理する。
	
	宗務所の直轄教区の事務について実情に鑑み、第２項を新設

	
	
	

	　　　附　則（　 年　 月　 日）
　この変更規程は、平成３０年８月　１日から施行する。
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